




－ 173 －

生態画と剥製を核とした企画展
「動物のくらしとかたち」の評価と実践

研
究
発
表
㉔

表１．来館者ニーズ調査における回答結果．
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３．企画展「動物のくらしとかたち」の展示の構成と工夫

小学生以下の子どもを連れた家族の来

館者の多くが剥製を忌避するわけではな

いという形成的評価の結果を受け、当初

の企画通り、“ 親子連れ ” エリアも大人向

けエリア同様、生態画と剥製を核とした

展示とする方向で準備を進めることとし

た。また来館者ニーズ調査の結果から、「生

きものの勉強になる」内容は基本に据え

つつも、「子どもが見やすい（低い位置に

ある）」「親子で楽しめる」展示を望む人

が多いこと、「①剥製＋生態画」よりも「②ぬいぐるみ＋生態画」を好む人が回答者の属性を

問わず一定の割合で存在することをふまえて検討を進め、展示を構成した（図 1）。

１）大人向けエリア「ようこそ生態画の世界へ」

入口には「神奈川県で見られる猛禽類」のペン画を 14 点配置し、ウェルカムボードを構

成した。猛禽類は成人が好む傾向のある鳥で、実際にペン画に見入っていたのは、成人男性

が多いように見受けられた。そのほか、「くちばしの形」「様々な環境で見られる鳥」などの

コーナーを設け、生態画と剥製を隣に配置し、それらを見比べながら鳥のくらしや体の形に

図１．企画展会場図．
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ついて考えてもらう展示とした（図2）。さらに「絶

滅が心配される鳥」や「身近にみられる鳥」を取

り上げることで、人間と鳥との関わりを紹介し、

来館者に自らのくらしを振り返ってもらうコー

ナーも設けた。一番の見どころは「実物大で見る

希少な鳥たち」で、自分と背比べしながら実物大

の精密な生態画を楽しめる趣向とした。生態画を

引き立たせるため、解説は最低限の文字数にとど

め、極力シンプルな構成につとめたせいか、多く

の来場者は精密に描きこまれた原画と横に配置さ

れた剥製をじっくりと鑑賞していた。来館者ニーズ調査で要望のあった音声動画は、薮内氏

の原画と音声ファイルを用いて「鳴き声クイズ」としてオリジナル動画を作成し、自動再生

を行った。ここでは、属性を問わず来館者の注目度が高い傾向が見られ、特に “ 親子連れ ” は、

子どもが親に対して鳴き声について質問をしている光景が頻繁に見受けられた。

２）“親子連れ”エリア「絵本に描かれた動物たち」

絵本『のうさぎ』の世界を剥製で再現した「ノウサギのくらし」コーナー、“ 親子連れ ”

に親近感を持って見てもらいたいと構成した「動物の親子」コーナー、児童書の挿絵などを

集めた「薮内正幸氏の描く絵本の世界」コーナーの 3 つのコーナーを設置した。子どもの目

線で見やすいように、低い展示台に剥製を露出展示し（図 3）、動物の親子が描かれたポスト

カードを解説パネルとして用い、ひらがなで種名を記すなど、幼児から小学校低学年の児童

を意識した手法を用いた。また大型本も含めた薮内氏の絵本や図鑑等を自由に閲覧できる

スペース「としょしつ」を設置し、ノウサギの親子やカルガモの親子などの精巧なぬいぐる

みを委託製作して配置することで、剥製よりもぬいぐるみを好む来館者層にも配慮を示した

（図 4）。

図２．実物大ポスター原画と剥製．

図３．子どもの目線を意識した露出展示．
動物の親子を紹介した．

図４．ぬいぐるみも配置した「としょしつ」．
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３）館内フォトスポットの設置や SNS 広報、

　　「ぬいぐるみと記念撮影」イベントの開催

原画保護のため展示室内は撮影禁止としたが、「記念撮

影をしたい」「絵本の世界に入って一緒に撮影したい」と

いう来館者ニーズに応えるため、館内の各所に４種類の

記念撮影スポットを設け、SNS を用いた広報にも活用す

ることとした（図 5）。また、ぬいぐるみと一緒に記念撮

影できるイベントを実施した。

４．来館者調査による総括的評価と展示の課題改善

展示の完成後にも課題の洗い出しと改善方法の検討を行うため、来館者調査（行動観察およ

び発話採集）による展示の総括的評価を実施した。まず、コーナーごとに展示のねらい（評価

の観点）を改めて明確化したうえで、実際に発表者らが展示室に立って来館者の行動や会話を

観察・聴取し、コーナーごとの展示ねらいが十分に達成できているかどうかを調査した。

その結果、「猛禽類のかたちとくらし」や鳴き声クイズを含む「様々な環境で見られる鳥」では、

「（チゴハヤブサがトンボを捕食している絵を前に）こんな光景を見たいね」「（公園で見られる

鳥の絵を前に）あ！この鳥見たことがある」「（鳴き声クイズのモニターを前に）この鳥はこん

な声で鳴くんだね」といった会話が目立つなど、ねらいが十分達成できていた。一方で、「対

になっている生態画と剥製を見比べて楽しんでほしい」という企画者側のねらいは来館者にほ

とんど伝わっていないことがわかった。

生態画も剥製もそれぞれを熱心に見ている来館者は多かったものの、隣に並べている生態画

と剥製の関連性に気づき、自ら見比べたり何かを発見したりすることは難しいようであった。

「見比べると、逆にポーズなどのささいな違いが気になってしまう」という意見もあり、絵本

のページと剥製を並べていた「ノウサギのくらし」コーナーについては、会期中に展示の変更

を試みた。まず絵本（生態画）を撤去し、剥製の横に「おっ、ノウサギだ！（クマタカ）」「に

げろ～（ノウサギ）」「おなかすいたな～（キ

ツネ）」「みつかりませんように…（仔ノウ

サギ）」などのセリフを吹き出しで表現する

ことで、絵本に出てくる動物たちの関係性

を示すコーナーへと変更した（図 6）。その

結果、剥製を含むジオラマが何を表すのか、

来館者は理解しやすくなったようで、特に

“ 親子連れ ” によるセリフの読み上げとそれ

をきっかけに始まる会話が増えている印象

図５．記念撮影スポットのひとつ．
コウテイペンギンは実物大の
大きさとなるよう設計した．

図６．「ノウサギのくらし」のジオラマ．
左：修正前（絵本と併存）、右：修正後（絵本を撤去し、

紹介パネルと吹き出しセリフを設置）．
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があった。他のコーナーについては、気づいてほし

い点や会話のきっかけになるような「話のタネ」を

平仮名 10 ～ 20 字程度でまとめ、“ 親子連れ ” にも気

付いてもらえるよう足跡マークを使って新たに掲示

した（図 7）。

展示終了後の反省点としては、床に配置した動物

の足跡マークが挙げられる。入口から展示室への誘

導を想定して設置したもので、好評だった半面、注

目を集めすぎて来館者、特に幼児は足跡を追いかけ

ることに夢中となり、本来見てもらいたい剥製や生態画を素通りされてしまった。あれもこれ

もと欲張って注目ポイントを考え、展示の焦点が散漫になり、結果として本来の趣旨を来館者

に伝えきれなかった点については、今後の教訓としたい。

５．おわりに

今回、形成途中から完成後まで一連の展示評価を実施しながら企画展を開催することができた。

試作展示を提示しての形成的評価によって展示の方向性を確認できたこと、来館者ニーズ調査を

ふまえて展示内容を検討できたこと、完成後の来館者調査によって展示を改善できたことは、い

ずれも大変有意義であった。今後ますます博物館の来館者は多様化し、従来の展示手法では不十

分となる機会も多くなっていくと考えられる。さまざまな年齢層、構成グループに対応していけ

るよう、今後とも来館者の現状やニーズを把握し、展示の検討や改善を続けていきたい。

本研究で用いた生態画やデジタル素材は薮内正幸美術館（山梨県北杜市）から提供いただい

た。また、本研究の一部には、JSPS 科研費 20K01132「幼児と親に豊かな博物館体験をいか

に提供するか－会話を誘発する新たな展示デザイン」および 22K01024「発話採集によるハン

ズオン展示の再評価の試み－展示の再構築を目指して」を使用した。
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図７．足跡マーク（〇）を使った話のタネ提供．




